第7期大阪府分別収集促進計画の概要
　「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）」に基づき、「第7期大阪府分別収集促進計画」を策定しました。
【概要】
1. 計画期間
・平成26年度から平成30年度までの5年間

2. 対象品目
・家庭から排出される以下の10品目の容器包装廃棄物

①無色のガラス製容器　②茶色のガラス製容器

③その他の色のガラス製容器　④その他の紙製容器包装

⑤ペットボトル　⑥プラスチック製容器包装
⑦スチール製容器包装　⑧アルミ製容器包装

⑨飲料用紙製容器　⑩段ボール
3. 容器包装廃棄物の分別収集量の実績及び見込み









 （単位：千ｔ）
	平成9年度（実績）
	平成23年度（実績）
	平成30年度（見込み）

	88 
	165 
	193※


※　平成30年度の分別収集量の見込みは、府内市町村が算出した数値を合計したもの
（参考）

　容器包装リサイクル法において、市町村は、市町村自らが実施する分別収集に関する計画（市町村分別収集計画）を策定することとされています（第8条）。都道府県は、市町村分別収集計画を取りまとめ、都道府県内の各市町村が実施する分別収集の促進に関する計画（都道府県分別収集促進計画）を策定することとされています（第9条）。
　本計画は、上記の規定に基づき、府内の市町村において容器包装廃棄物の発生抑制及び分別収集を促進するために、3年ごとに策定するものです。
